20130407　1部礼拝
カイザルにまた神様に（ヨハネ20:19-26）
今日、すごい風の中で礼拝のために教会に足を運んで来られました皆さんを神様が祝福されると信じております。この嵐のように実際、この世の中は甘くありません。そして、世を生きる現実もそんなに甘いものではありません。言うまでもないのではないでしょうか。それで多くのクリスチャンの方々がその世の中で信仰生活をしっかり守ろうとすると、現実をおろそかにするしかないとついつい思っています。ただ思うだけではなくて、それが当たり前だと思うところまできています。また、逆に現実に頑張ろうとすればするほど信仰生活はおろそかになるしかないと皆思っています。本当にそうでしょうか。矛盾していると思って葛藤を抱えているまま現実を生きます。信仰を捨てるわけにもいかないし、だからといって現実を逃避するわけにもいかないし、ひどい場合はまるで信仰が私たちの現実の生活を邪魔するようだと勘違いするところにまでいってしまいます。信仰、また現実を対立の関係として見て、葛藤やまたジレンマとして思ってしまう傾向があるのでないでしょうか。しかし、それはまったくの嘘であり勘違いです。正しい信仰無くして、本当の成功はありません。また、成功だと言っていても信仰のない成功は成功ではありません。それから、現実を無視した、現実離れした信仰、抽象的な信仰なども実はありません。皆、そのように勘違いして神様の大いなる祝福をほとんど逃している残念なことですが、今日の聖書はそのことに対してはっきりと答えを教えています。

イエス様をわなに引き落とすためにユダヤ人の人々は信仰の話ではどうしても勝ち目がないと思っていたのでローマの法律にひっかけようとし、「私たちが神の民なのに植民地の異邦人が支配しているローマに税金を納めるということは律法にかなうことでしょうか。そうではないでしょうか」と質問しました。もし「ローマに税金を納めるべきだ」と言われたら「これは神様のことに対してダーメジを与えるものだ」となるし、「いや、それは払ってはいけないでしょう」と答えられたらローマの法律にひっかかるようになります。どちらでもジレンマだろうと思い込んで質問したときにイエス様が「コインを持ってきなさい」と言い、「そこになにが書いてあるのか」。「カイザルの肖像です」。「それならばカイザルのものはカイザルに。神様のものは神様に」とお返事をなさいました。つまり、それがジレンマであり矛盾であり葛藤だと当たり前に思って、それ以外には別に道はないと思っていたのですが「そうではない。なにを勘違いしているのか」ということです。今この言葉を皆さんの心に刻んでおいてください。それで現実において神様が備えていらっしゃる大きな祝福を皆さんのものにして味わい、本当の意味で成功の主人公になっていただきたいと願います。つまり、カイザルのものはカイザルに、神様のものは神様にというのはお互いが対立して矛盾してぶつかるものではないという意味です。つまり、神様との正しい関係、これを信仰と言います。この信仰は必ず現実に勝利をもたらし、成功を実らせるものだというメッセージです。今まで多くの人がどうしようもなく当たり前に勘違いしていたその勘違いが実は嘘で、そうではないとイエス様はおっしゃっています。これが神様の教えであり、そして、本当のことなのに、なぜか現実を生きるクリスチャンの私たちはそれがそうではないかのように頭のどこかにインプットされています。それを今日のこの礼拝をとおして取り換えていただきたいと思います。それがいつのまにか私たちのどこかに刻印されているかもしれません。そういうものだと思い込んでいるかもしれません。それを取りはがず祝福の癒しのときになっていただきたいと思います。

もう一度申し上げますが、神様との正しい関係、また豊かな関係になればなるほど、その信仰は現実にすべてに打ち勝って勝利をもたらし、その現実をとおして成功を実らせるものです。だから、だまされないようにと聖書は、またイエス様は私たちに教えています。皆さん、本当に私たちが、人間そのものが神様との正しい関係、またより豊かな関係を持つことによって、そこから世が与えることができない真の安らぎと平安を味わうようになるのではないでしょうか。そのことによって、この甘くない険しい世に打ち勝つ力がそこから与えられて生まれるものではないでしょうか。それなのにその信仰を無視して、神様との関係を軽んじることによって現実に頑張ることができるのでしょうか。よくよく考えていただきたいと思います。そして、その神様との正しい関係、豊かな関係、信仰そのものがついに現実の中で他の人が見てわかる成功の答えを与えるものであり、また成功のための知恵を与える原点ではないでしょうか。しかし、「神様との関係、信仰をしっかりと守ろうとすると現実はだめだ」という考え方は偽りです。それにだまされないようにと神様は今も私たちに訴えていらっしゃいます。その証拠はいくらでもあるし、聖書そのものがそのメッセージに対する証拠です。ぜひ皆さんの内側からそれを取り除いて神様のメッセージ、正しい真理の御言葉を刻み込んでいただきたいと願います。そうすると世界は変わります。皆さんの人生は変わります。目の前に見えるものが変わってくるようになります。皆さんの周りも変わるようになります。皆さんがついに主人公として、主役としてしっかりとその現実の中で立たされるようになることを覚えていただきたいと思います。聖書を皆さんはご存知ではないでしょうか。聖書そのものがそういったお話であり証拠です。神様への不信仰、あるいは信仰から離れたというのは、一時期うまくいっているかのように思われていても、結局はすべてがだめになり、すべてが失敗に終わってしまったものではないのかという話がこの聖書のお話です。確実な証拠があるのに、なぜ私たちは自分の小さな経験や周りからの雰囲気によってそのような勘違いに走っているのでしょうか。なんと残念でしょう。そのため神様がクリスチャンに約束していらっしゃる現実の中での本物の成功を実際には経験できないまま人生が終わってしまうのです。そこをひっくり返しましょう。そうではありません。今でも嵐、波風が吹いているかのような世の中を私たちが生きて歩いて行きます。しかし、必ずそこで勝利できるように神様は今の私たちに力を与えていらっしゃいます。
それから、聖書のお話はこのようなお話ではないでしょうか。神様との正しい関係をもって、つまり、しっかりと信仰に立っている者は目の前に試練があり、試練がやってきているかのように思われていても結局はみな勝利を治めたのではないかというお話ではないでしょうか。ものすごく単純に結局は勝利を治めて、結局は周りがみなびっくり驚くような成功の主人公になったのではないかと。それでそれをとおして彼らは、信仰の人々は現実の中で自分が携わっているすべてのことをとおして神の栄光を現すようになったのではないかというお話、そのような証拠の資料だらけです。それなのになぜ私たちはそれがそうでないかのように、ジレンマであるかのように思うのでしょうか。まるでパリサイ人がイエス様にコインをもって質問をぶつけるかのような矛盾のようなものをもって信仰生活を営んでいらっしゃるのでしょうか。そこをすっきりと変えてください。「あー。今までだまされていたのだね」と。だれがなんと言おうが、自分がどんな経験をしてきたのか関係なく、この約束のメッセージを皆さん今日から心にしっかりと刻んでおいてください。違います。正しい神様との関係、豊かな神様との関係、その信仰は現実に勝利をもたらすものです。そして、現実をとおして、私たちが携わっている仕事、勉強、人間関係、才能などをとおして神の栄光を現し、周りが見て神をほめたたえることができるほど成功を実らせるものです。その証拠をしっかりとつかんでください。特にその中でも皆さんがご存知のようにヨセフという人は家庭の中で腹違いの上の兄弟たちによってものすごいいじめに遭いました。それが現実です。そこでヨセフがこんなに厳しい中、信仰、信仰とできるのかと思ったでしょうか。逆にそのように厳しい現実があるからこそ彼は信仰にしっかりと立って神を見上げていました。そのときにヨセフは神様から夢を与えられ、素晴らしい夢を見るようになりました。それで家庭の厳しい現実にすべて打ち勝って勝利できるようになりました。そうではないでしょうか。そして、その兄たちのいじめによって奴隷として売られるようになりました。奴隷として生きるということ、これが現実です。多くの奴隷と一緒に奴隷としての生活をしなければなりません。ものすごく人間扱いされない厳しい現実の中を生きていました。「こんな奴隷の厳しい現実の中で信仰生活など成り立つのか。それは余裕があるときのものではないのか」と思ったでしょうか。そのように厳しい奴隷の現実の中で聖書はこのように言っています。ヨセフと主がともにおられるのでと。彼は主がともにおられる信仰によりしっかりと立っていました。その結果、そこでポティファルに認められて、そのすべてを管理する総務として抜擢され、つまり、奴隷の中では最高の地位に就くようになりました。これが現実です。だまされないようにしましょう。私たちが経験してわかっていることというのはほんのわずかなもので、それもほとんどが偽りに包装されているものばかりです。そういうものをあまりにもあてにしてそれに振り回されることがないようにしましょう。それを振り切って神様の御言葉はなにをどうおっしゃっているのか、いったい真理は何なのかということに耳を傾けていただきたいと思います。そのあとも試練は続きます。そして、濡れ衣を着せられ刑務所の中に入るようになります。「刑務所の中で信仰生活をしっかり守るというのは不可能でしょう」とヨセフがもし思ったとすればヨセフはそこまででしょう。でも、ヨセフはそうではありません。ヨセフは分かっていました。どんな現実があろうが、逆にそのような現実があるからこそ神様との関係をしっかり守って信仰に立つことがコツであり、それが勝利の道だと知っていました。聖書はすべてが神様の計画通りに行ったと書いてあります。それで、刑務所の中でもヨセフはそれに圧倒され、つぶされていないで、信仰にしっかりと立ち、祈りを欠かさずに主を見上げていました。約束をしっかり握って神の御言葉を常に黙想していました。すると、その刑務所の囚人の中で囚人すべてを管理する者にまた抜擢されました。その囚人の中で最高の地位を得るようになりました。そのあと、神様の計画通りにヨセフはエジプトの総理大臣の座に就きます。そこで総理大臣の業務はものすごく忙しいでしょう。特に７年間、飢饉がやってきて大変経済的に厳しい状況でした。今日本でもアベノミクスということで経済が少し回復の見込みが見えるということで大騒ぎなのですが、少し前までは経済がデフレで厳しいということで大騒ぎでした。皆、頭がそれで精一杯でした。それよりもものすごく厳しい状況でした。そこで総務としての役目を果たすために私が暇な人のように信仰、信仰とできるかと思ったでしょうか。もしヨセフがそう思っていたとすればそこまでです。ヨセフはそうではありませんでした。総理大臣としての仕事が忙しくなればなるほど、より主を見上げ、より祈りに励んで行くようになりました。それで、その総理大臣の仕事をとおして全世界に神様の栄光を現すことができました。皆さんよくご存知ではないでしょうか。聖書はこのような証拠だらけです。それなのにそれをほったらかしにしてなぜ勝手にジレンマだと思い込んで勘違いし、神様の祝福をみな逃しているのでしょうか。取り戻しましょう。嘘です。そうではありません。
また、モーセとヨシュアのお話もご存知だと思います。アマレクという部族と戦争になりました。ヨシュアは将軍として戦闘に出て戦争しました。戦いました。そのときにモーセとアロンとフルという長老が山の上に登って神様にお祈りを捧げていました。その時代、手を挙げてお祈りを捧げる習慣がありました。でも、人間なので腕が痛くなり限界があるので腕が下りてきてしまいます。そうすると、不思議なことにヨシュアが一生懸命戦っていても腕が下りて来たときには戦争に負けてしまいます。それでまた力をしぼって手を挙げて祈ると戦争に勝ちます。その様子をよく見ていたアロンとフルが頭のIQが二ケタではないから「ああ、そうか」と思ってモーセを座らせ、それからはずっと二人で腕を支えていました。支えて手を挙げていると、つまり、神様にお祈りを捧げて主を見上げていると戦争に勝つと分かっていたのです。そして、結局、その戦争に快勝するようになります。なにを私たちに示すための内容でしょうか。主を見上げて神様との正しい関係を保つ信仰に立つことが現実においても勝利なのだということです。現実に勝利をもたらすのはあなたがたの頑張りだけではなく、神様を見上げて神様との正しいより豊かな関係を持つことによって現実に勝利を持たすようになる、その一番明らかな証拠ではないでしょうか。
もう一つ有名なダビデという人の人生もそうでした。ダビデは小さいときに末っ子だったので一番汚い仕事、皆が嫌がる下っ端の仕事、羊飼いの番を任されるようになりました。それが現実です。一番汚い仕事です。皆がやりたくないと思っている仕事をまかされるようになりました。それが現実です。その中で「なぜ私がこの仕事なのか、こんな汚い仕事ばかり私に来て、これで感謝とか神様になんとかとかあるのか」と思ったでしょうか。ダビデはその現実の中で「主は私の牧場の羊飼い」と告白し、常に黙想する羊飼いだったと聖書は証言しています。黙想し主を見上げながら、神の御言葉を噛みしめながら神様にその野原でお祈りを捧げていた者でした。その結果、羊飼いの中でも最高の羊飼いになりました。獅子が現れても、熊が現れても、どんな獣が襲いかかってきてもすべてに打ち勝って羊一匹も失うことがなかったと聖書は私たちに証言しています。主を見上げると現実がおろそかになるのでしょうか。現実に羊飼いの仕事に徹底して勝利するためには神様との関係がだめになるのでしょうか。そんな嘘はこれからは皆さんの心の中に通用しないようにしてください。正反対なのです。矛盾ではありません。神を見上げ黙想しお祈りを捧げ、そこから多くの詩篇が生まれるぐらいです。聖霊に満たされ神様との豊かな関係を保っていた結果、最高の羊飼いになっていました。現実において勝利し成功を治めていました。

皆さんの現実はなにがあるのでしょうか。家庭の中の問題でしょうか。職場での問題でしょうか。忙しいでしょうか。娘が社会人になり仕事をしているのを見ると「大変だな」と思います。あるときは「かわいそうだな」と思うくらいきついです。そこではいろいろなルールがあり、いろいろな雰囲気や流れがあるでしょう。「だから信仰はしっかり守ることはできませんよ」となるとそこまでです。それは嘘です。そういう厳しい現実において、他のすべてに全部打ち勝ち飛び越えて勝利の主人公になるためには、より神様との豊かな関係を持ち、神からの平和と神から与えられる力と知恵に預かることがなければ、どんなに頑張ってもせいぜいそこまでです。バベル塔が崩れるかのようになってしまいます。証拠をしっかりと見てつかんでください。そういう意味で皆さんはただの職業人、ただの学生、ただの家庭の主婦、ただの事業家ではなくて、レムナントとして、クリスチャンとして、神を信じる信者として今各地に派遣されているということを忘れてはいけません。だから、同じ飯を食って同じ空気を吸って同じ業務をこなしていたとしてもまったく違います。存在が違うということを忘れてはいけません。ダビデは人生の半分くらいは逃げ回る逃亡者としての苦難の人生を送りました。それがダビデの現実でした。そこでダビデは「こんなに厳しい逃げ回る生活の中で信仰生活が成り立つのか」と思ったでしょうか。一度も思ったことがありません。現実が厳しければ厳しいほどそこでそれに振り回されないで「主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことはありません」と告白しました。そのすべての苦難の現実に打ち勝って、そこにある神様の素晴らしい祝福の計画、つまり、素晴らしい中身だけを全部抜き取って自分のものにすることができました。
それから、神様の計画通り、ダビデはイスラエルの王になりました。王になったときに、先ほども申し上げましたように総理大臣と同じく、王様は一国を仕切って管理するためにはものすごいことがあって、いろいろなことがあるでしょう。だから、「忙しくて頭がそれでパンパンで精一杯なので、そこで神様。信仰生活などは余裕がありません」とダビデは言ったでしょうか。ダビデは一度も自分が本当の王だと思ったことがありません。真の王様は神様であり、この王様の仕事、この現実をしっかりまっとうするためには真の王様をきちんと敬い、その王様にお祈りを捧げ、王様をしっかり見上げていなければだめだとよりひざまずいて、より主を見上げていました。その結果、イスラエルの王様の中でダビデのような王は生まれたことがありません。王の中で、王様という職業、現実の中で最高の王になりました。だから、今でもイスラエルの人はダビデと聞くと興奮するくらいです。皆さんも聞いたことがあると思いますが、これは聖書だけの話ではありません。今までの歴史の中で成功を治めた本物のクリスチャンのお証しは皆同じです。あるクリスチャンの方は清掃員として就職するようになりました。清掃員が多い中で彼は「なぜ私は清掃員の仕事なのか。清掃員の仕事をしながら信仰生活を守るのは難しいよ」とは一度も思わないで、逆にその仕事が決まったそのときからより主を見上げ、神の御言葉を黙想し、神様の計画を探りつつ神に満たされることによって彼は３０分他の人より早く会社に出勤し、他の人の掃除まですべてやっていました。そののち会社のトップにまで上り詰めたというお話を聞いたことがあるでしょう。「会社の現実が厳しいから、今までどおり暇なときに信仰をしっかり守っていたように守るわけにはいきません」。これがだまされる始まりです。そうではありません。なぜこのようなお話をするでしょうか。これらの証拠はもうきりがありません。でも、代表的な例を皆さんに取り上げて申し上げました理由はもう一度繰り返します。勘違いしないでだまされないように、神様との正しい関係、そして、豊かな関係があればあるほど、それは現実に具体的な勝利をもたらし、その現実をもって成功の実を結ぶようになるという約束をしっかりと握ってください。神様との関係、神様から与えられる知恵と平安と力がなければ皆さんがどんなに頑張っても疲れて重荷を負ってしまうだけです。そこに成功はありません。なぜそのようなおろかなことをするのでしょうか。聖書はそのように信仰を無視して頑張ってうまくいったという例は一度もありません。それなのになぜ私たちはそのように洗脳されているのでしょうか。そこをひっくり返しましょう。いつのまにかいろいろな雰囲気、経験などによってそれが私たちに刻印されています。それを取りはがしましょう。今日の御言葉をとおしてしっかりと取りはがしましょう。取り換えましょう。違うのだと。

それで私たちには様々な現実があります。人それぞれ違います。それを踏まえてこのような質問に集中しないといけません。それならば神様との関係を正しく豊かにすることが課題です。それで神からの力を受けるべきです。皆さん自分自身も現実です。皆さんに霊的な問題があり、葛藤があり、弱さがあり、いろいろな弱点などがあるのではないでしょうか。過去の傷からなかなか抜けることができない問題を抱えているかもしれません。どうすればよいでしょうか。そこに具体的に勝利するためには神様との関係を豊かに、豊かにしていくということです。そすると必ずそこに神様の証拠が現れるはずです。信仰は現実離れしている抽象的な概念的な話ではありません。理論ではありません。ですから、皆さんはこのような聖書の証拠、神様のメッセージを噛みしめつつ、この質問に絞っていただきたいと思います。どうすれば神様との関係を正しく保つことができるか。より豊かに神様との関係を構築して味わうことができるかという質問にすべてをかけるべきです。なんのためでしょうか。そうすると現実に勝利が与えられます。そうすると皆さんが丈夫な人に変えられます。周りが見て賞賛するほどの成功の答えがそこに用意されています。信じていただきたいと思います。

それでぜひこれから皆さん、邪魔されないで、また振り回されずだまされないで、神様との関係を正しく豊かにすることがなんなのか、それに励んでいただきたいと思います。それはいろいろな段階とレベルがあるでしょうが、まず皆さんがイエス様を信じるクリスチャンであればどんなレベルの方でも、どんな現実を今抱えている方であっても構いなくこのようにしてください。自分が神様の子どもなのだということを意識することです。サタンは私たちはイエス様を信じて神の子どもになっているにも関わらず、その意識がもうろうとするように、その意識がなかなか持てないようにあらゆることをとおして邪魔をします。だから、神様との正しい関係の始まりは何かをするというよりは、自分で本当に神の子どもだということをどこかで意識するところがスタートです。今のレベルでは一日の中で何回でもその意識をわざわざ持つようにしましょう。なにか漠然と「ハレルヤ。私は訓練を受けた者だ」と思わないで、実際に一日の中でどれほど自分は神の子どもだと意識するのかと自分自身に問いかけてみてください。そうすると神様との関係がそこで正しい関係に整理されるようになります。そうしましょう。これから無理やりではありません。でも、今までの私たちのレベルから見たときには無理やりかもしれません。とにかく、一日何回でも「自分が神の子どもなのだ」、それは言葉を変えますと「神は私の父なのだ。神と私との関係はもうすでにいのちの関係に変えられ結ばれているのだ。神様とつながっているのだ」ということを忘れずに意識することです。そこから神様との正しい関係は始まります。
それから、そこからスタートしてつまり、皆さんの神経のアンテナが神様の方に向けられるようになれば良いのです。なぜかというと昔と違って今はイエス・キリストがよみがえられて、そのイエスを信じている新しい時代を生きている私たちですので、本当に救われたということはものすごい変化であり祝福であり神秘なので、少しだけ神様に神経のアンテナを向けられるだけでも奇跡が起こります。信じてください。ですから、まずは意識することです。試練の中でも、忙しさの中でも、暇な中でも、趣味をしている中でもそれが悪い良いと言うつもりはありません。どうぞ自由にやってください。しかし、意識してください。「神と私はつながっている。私は神のものだ。神様抜きにして生きるということは最早終わってそれはあり得ないことだ」とどこかで意識してください。これも無理でしょうか。これも難しいのでしょうか。ここからです。大げさな御言葉を黙想したりするのは少しあとのことです。
それから、その意識があったときに、せっかくそれを意識するようになったのでそれをそのままパーにしないでついでに他のことを考えないで第一にイエス様のことを考えてそのイエス様のために神様に感謝するようにしてみてください。そうすると、皆さんはもうすでに神様とつながっているから神様との関係が豊かな、または正しい関係、つまり、現実にその神様の祝福、力が現れるような関係に発展していくようになります。難しいことではありません。皆さんは長い信仰生活、いろいろなメッセージ、訓練をとおして、なにかできもしない難しいことに挑戦しようとしますがそれが悪いわけではありません。でも、しっかり一番大事なやるべきことを欠かさずにやらないといけません。それを無視してなにかに進んで行くと言うのは霊的な問題の象徴です。それでなにかをやっているかのように自慢しますが、実際の現実には何もできません。それでその葛藤の中で他の人にも不信仰のチームの働きをするようになります。だから、意識をもってまずは神は私たちを生かしてくださったので十分、意識することができるような状態です。意識するだけがいのちある証拠です。未信者、救われていない人は絶対に意識もできません。
それから、いろいろなことがあるでしょうが置いておいて、イエス様のことを一番先に考えてイエス様のためにとにかく他の理由はすべて無視して神様に感謝するようになれば神様との関係は成功です。ぜひやってみてください。難しくないのではないでしょうか。そして、その感謝ができたときに、ついでにもしできるようならもう一つ、神様との正しい関係、これが人生の成功ですので神様が自分自身にもうすでになさったこと、別の言葉で言うと神様が自分自身にすでに与えられたものを心から認めることをしてみてください。これは何なのかということを思い出して調べて考えながら数えながら、それを心からすんなりとアーメンと認めるようにしてみてください。「祈りができません、できる」ということはしなくてもよいのでこれをやってみてください。神様から与えられているもの、そのときに自分の水準を捨ててください。

それから、自分のなにかで制限しないという工夫をもって神様がすでに私のためになさったことがあります。なんでしょうか。皆さんを神の子どもに、天国の祝福のものに、王である祭司に、皆さんがどうしても絶対に滅びることがないように解放してくださり、そのように素晴らしいなさったことが聖書６６巻に分厚い記録があるくらいたくさんあります。思い出す限り思い出してそれを自分自身に対して客観的なノートに書いた理論ではなく、自分のこととして認めてください。それが神を愛するということです。「神様愛します」と言いながら「でも私はだめな人間です」というのは神を愛することではありません。本当にあなたは私の目に尊いもので、だれもあなたからキリストの愛から切り離すことができないものなのだとおっしゃっていることに対して、それをすんなりと皆さんがどんな過去を歩いてきたのか、今現在どんな状況なのか、才能あるかどうか、ブスなのか美人なのかなどいっさいそれに構わないで、神がなさったことをありのまま「アーメン。そのとおりです。認めます」とどこまですればそれを認めることでしょうか。それで皆さんが自分自身のことを肉体的ないろいろな理由に関係なく、自分は本当に貴重な存在、尊い存在なのだと気づいて、それに感服するまで認めればよいです。それは日本語ではなかなか表現が難しいのですが、それを回復しないといけません。本当に人生のすべての問題がすべて解決されたものであり、幸いな者であり、祝福されたものでありと。神様がイエス様をとおしてそうなさったので、それを素直に認めてください。でも、ほとんどの人が今の自分の現実、自分の過去のいろいろな傷や経験、周りからどのように評価されているかなどによって、そこを素直に自分だと認めることができません。それでは神様との正しい関係を保つことは難しいです。だから、まず、なにかをどうする前に神様がなさったことをすんなりと認めることをしてみてください。最初は感情的について行かないかもしれません。それでも信仰をもって神様がおっしゃること、イエス様が真理ですので認めてください。「そうです。私は幸いな者です。私はもう祝福されたものです。私は主が私の中にともにおられる神殿と呼ばれるようになる不思議な存在であり、神秘的な存在であり、尊いものです。キリストという宝を中に持っている者です」と。これは自慢ではありません。でも神がなさったことに対してぜひ皆さん自分自身を称賛するようにしなければいけません。これが神様との関係です。そこまで行きますと今、細かく言えません。２部の礼拝でもう少し言いますが、そこまで回復できるように認めるとそこから具体的な行動に移すことになります。自然に当たり前に今までこだわっていたすべてを振り切って全部が小さなものになるし、また今までのこだわっていたものが全部嘘だと分かるようになるので、軽くふり払うようになりひとつだけに絞るようになります。なるほど、それほど尊いものであれば今までのようになにを食べるかなにを飲むか、他の人はなにをどう言ったのか、どう評価するかなどを心配などしないで、ただ神を見上げればよいのだと分かり、聖書の言葉を理解できるようになります。主を見上げる者は力を受けます。鷲のように翼をかって上ることができます。主を見上げるように、つまり、神様に神経のアンテナを向けられて神様にこだわるようになります。神様との正しい関係はそのような感謝をもって神様のことを少しこだわることです。まずは深くこだわるのはこれを経て、その次にその神秘的な段階が用意されていますがスタートはこれです。なるほど。それはあなたがたは知らなくてもよい。現実を無視するわけではありません。しかし、現実があるにもかかわらず、私は主を見上げます。そうすると現実に勝利が与えられると信じることです。そういうシステム、存在になっているということに気づくようになります。なにをすればでしょうか。神様が私に与えられたもの、神様が私になさったことを本気で認めるようになればそこに行きます。今まで鬱になった理由、今まで頭が混乱して頭痛になっている理由、今まで胃潰瘍になっていた様々な理由、人間関係に様々なひびが入ってあまりにもデリケートな壊れやすい氷の上を歩くような関係であった理由が分かるようになります。「なるほど、あまりにも余計なことにデリケートだったのだね。それはすべてあなたがたは知らなくてもよいとただただひたすら主を見上げること、これが私のやるべきことなのだね。そのように祝福の存在なのだね」と。神がなにを与えられたのでしょうか。神様ご自身を私に与えられました。ですから、本当はなにも問題ではありません。地球が半分に割れても地球を造られた神様がともにいらっしゃるわけですから、それは私にとって問題ではありません。そうではないでしょうか。
だから、地球が割れたのを心配しないで主を見上げてください。現実を無視するわけではありません。現実があるからこそ主を見上げるのです。ただ主を見上げることが神様との正しい関係、他のなにかを振り切ってこれが神様との正しい関係なのですが主を見上げるとはなんでしょうか。どこに神様がいらっしゃって、なにをどう見ればよいのでしょうか。神は霊です。ですから、今は神様が私たちとコンタクトをとって、コミュニケーションをとって私たちと接する方法は神様の御言葉です。「また御言葉なのか」と思うのは危険です。神様は目に見えない方です。ゆえに主を見上げるという結論をしっかり出した方はその方法があります。神の御言葉に集中することです。神の御言葉をとおして神の御声を聞くことです。だから、ものすごく簡単です。神を見上げることが私たちのやるべきことです。それが神様との正しい関係を、そして、その関係を豊かにしていく方法ですが、それはどうすればよいでしょうか。御言葉を黙想することです。それがクリスチャンの私たちが現実において勝利するための、神の力が具体的に現れるための方法です。ぜひそこをやってください。主を見上げていただきたいと思います。どうすればよいでしょうか。御言葉を聞いてそれをそのまま捨てないで黙想してください。これが深い段階まで行きますと御言葉を皆さんがつかむのではなく、御言葉が皆さんを捕えるようになります。そこまで行く前には皆さんが黙想しないといけません。日曜日のメッセージを黙想し、聖書を読みながら黙想しましょう。聖書をあまり読みませんが自分できちんとどこから読むのだという計画をもって聖書も読んでみてください。御言葉に触れるように。それが神様に触れることです。そして、祈りの手帳などを見ながら、それがすべて神様と神を見上げることだというつもりでやってみてください。それが頭でわかっていても具体的にまだ慣れていないでよくできない方がたくさんいらっしゃるから、それをある程度手伝うために今神を見上げるということの前の段階のお話のために聖餐の告白のカードを作りました。そういうつもりで、それをもって用いていただきたいと思います。それで、それが本当に感謝で自分を尊いものだと認めることになった場合には主を見上げる方向、日曜日のメッセージを中心にして、そのメッセージもなかなか思い出すのが難しいと思い、メッセージもまとめてカードを作りました。カードで作ったもの以外、メッセージを聞きながら皆さんが「なるほど」というものがあればそれを書いてそれを黙想すればよいです。でも、それもできない方々はメッセージのカードを聖餐の告白のあと、神を見上げるつもりでメッセージのカードを黙想してみてください。来週からはたぶんその小さなカードも４行、５行ぐらいあると長いと思うかもしれないので、その中でポイントになる１行だけ線を引きますので忙しい方はそれだけでも覚えていてください。
それで２部の礼拝で申し上げますが、礼拝を大事にしてください。とにかく、それが神様との正しい関係です。そうすると、ついでにもう一歩進んでこれからは神様がなさること、これから神様が与えられること、それを考えるようにその方向に行くようになります。それを思い出して考えることです。それが神の計画であり福音宣教です。それに皆さんの人生の方向を合わせることが神様との正しい関係です。仕事をしても勉強してもどこに住んでいてもどこをどう移動していても事業を営んでいてもすべてが福音宣教のためなのだと方向をそこにしっかりと定めてください。それから、それを皆さんの力で成し遂げるのではなく、それをまっとうする方法も神様が用意していらっしゃいます。それが聖霊充満です。聖霊充満は神秘です。それゆえ、すべての不信仰を捨てることができるものです。その神様の方法、神がこれからなさることに対して、私が仕事場に行っても学校に行ってもどこかの地域に行っても関係なく、この福音宣教、イエス様がキリストですとお証ししお話をすることができるように神様が用意していらっしゃる方法に対して確信を持つようにしてください。それが神様との正しい関係です。その確信をもってそれを握り祈るようになるでしょう。これが祈りです。そうすると、聖霊充満の祝福に預かり、聖霊充満になりますと自分はいなくなります。まるでイエス様がなさっているかのようになります。まるでではありません。本当ですから。今朝もお祈りをしました。この講壇で礼拝の中でメッセージを語るというのは今自分が語っているのですが自分ではなくイエス様がここに自分を立てて今語らせていて、イエス様ご自身が語っているということを示してくださいと。現してくださいと。これが方法です。今はそういう時代です。

だから、自分の弱さや環境がああだ、こうだということは何も問題にならないし、何の心配にもなりません。すべてから自由になります。神様の方法が分かっていれば。これが神様との正しい関係なので、何も心配しないで祈りに専念するようになるでしょう。これをすべてまとめると、もっと短くまとめるとこれから神様との正しい関係、豊かな関係を保つためには日曜日の礼拝に成功するところから始まります。今までのメッセージを総合して礼拝を大事にしてください。礼拝に成功しようという思いで、日曜の礼拝に成功した人がその礼拝の成功をもって１週間散らばったときに、ひとりになったときに、個人的にそれを繰り返すことを祈りと言います。それが繰り返されるように。でも、日曜日の礼拝に成功しないと繰り返す材料がありません。もちろん、皆さんがクリスチャンですので基本的にできるかもしれません。でも、豊かに、豊かになって現実にまでその証拠が見られるためには礼拝に成功すること、それが１週間いろいろな現場、現実の中でそれが反芻するように、皆で礼拝を捧げたものが個人、個人でそれがまた繰り返される、反芻して噛みしめられるようになること、それが個人の祈りです。それが神様との正しい関係です。ぜひ成功するようにしてください。

最後に今日のメッセージをまとめます。神様との正しい豊かな関係があればあるほど現実に勝利をもたらし、その現実をもって成功を実らせるものだという約束を心にしっかりと刻みましょう。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今もひとりひとりのクリスチャンといのちとしてともにおられる主イエス・キリストが聖霊をとおして悟りを与えられ、約束を握って今まで勘違いしていたすべてを振り払って、刻印されているものが取り換えられるように祝福してください。本当に神様との関係、信仰が豊かになればなるほど現実に勝利し成功の主人公になるこの約束をしっかり握って神様との豊かな関係に取り込むことができるようにひとりひとりの心を動かし、また生活の様々なバランスを主が動かして恵みを与えてください。それでひとりひとりが礼拝に成功し、礼拝に恵まれて散らばったときにはまるでイエス様が全地域に散らばるような結果、証拠を見ることができるようにひとりひとりを祝福してください。自分自身が自分の思った何十倍、何百倍以上、尊い貴重な存在であることに気づくように恵みを与えてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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